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成することを目的に 5 年間の教育実践を行ってきた． 
 
1−1.2012年度：人間オセロ・PICCOMONs・だつごくゲーム・MUSIX 

























Fig.1 人間オセロ Fig.2 PICCOMONs 
Fig.3 だつごくゲーム Fig.4 MUSIX 
Fig.5 描きくけコモンズ Fig.6 ヒカリノハコ 








1−3.2014年度：Read for Future・超国際体験学習 Z・COMMONS MARKET  
   
 
2014 年度に学生たち主導で行われたイベントは「Read for Future」・「超国際体験学習






1−4.2015年度：BAR PAA・裏チャペル・前国夏祭り  










Fig.7 Read for Future Fig.8 超国際体験学習 Z Fig.9 COMMONS MARKET 
Fig.10 BAR PAA Fig.10 裏チャペル Fig.11 前国夏祭り 
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の専攻の学生だけではなく，全専攻の学生達が履修可能な 2 年次配当の科目である． 
2017 年度の「社会文化心理学」履修学生は，4 年生 1 名(男性 1 名)，3 年生 2 名(男性 2
名)，2 年生 14 名(男性 5 名，女性 9 名)の計 17 名であった． 
授業は 2017 年 4 月 13 日〜7 月 27 日にかけて以下の 15 回に渡って行われた．加えて 7
月には都内の先進事例へのフィールドワークが行われた．
第 1 回：ガイダンス 
第 2 回：社会文化心理学とは何か 
第 3 回：AL（Active Learning）＆ 
SD(Social Design) 
第 4 回：Guest Talk1 
第 5 回：Guest Talk2 +フィールドワーク 
第 6 回：FG(graphic Facilitation)+GR 
 (graphic Recording) + Discussion 
第 7 回：プレゼンテーション① 
第 8 回：Guest Talk3 
第 9 回：ディスカッション① 
第 10 回：Guest Talk4 
第 11 回：ディスカッション② 
  都内フィールドワーク 
第 12 回：Guest Talk5 
第 13 回：Guest Talk6 
第 14 回：プレゼンテーション② 
第 15 回：まとめとリフレクション
Fig.12 Kyoai Commons Story  Fig.13 Commons Movies  



















第 1 回 授業概要のガイダンス 

















Tab.1 社会文化心理学ルーブリック  




が配置されている．それぞれの項目は Level1 から Level4 までのレベルが設定されてお
り，習得の度合いが履修者自身にも確認できるようになっている． 
 
第 2 回 社会文化心理学とは何か 







第 3 回 AL（Active Learning）＆SD(Social Design) 





   
 
Fig.14 授業風景  Fig.15 ワークの様子  
Fig.14 AL レクチャー Fig.15 SD レクチャー 
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第 5 回 Guest Talk2 家入健生（アーツ前橋学芸員） 
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第 7 回 Presentatioon1 








Fig.20 壁全体を使ってのファシリテーション・グラフィック  
Fig.21 ホワイトボードと映写の重ね使い  
Fig.22 学生たちによるプレゼンテーション  
Fig.23 スマホを使って 
のプレゼン評価 
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第 8 回 Guest Talk3 前橋中央通り商店街振興組合理事長 










第 9 回 Brain Storming 




   
 
 
第 10 回 Guest Talk4 群馬大学教育学部教授 
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第 11 回 前橋における取り組み 
 第 11 回授業においては，シネマ前橋において，前橋めぶくフェスを中心とした，筆




   
 
 
第 12 回 Guest Talk5 前橋市議会議員 
 第 12 回授業においては，前橋市議会議









第 13 回 Guest Talk6 稲垣 昌茂（前橋商工会議所政策広報課） 








Fig.28 まちなかでの活動についてのレクチャー  Fig.29 ディスカッションの様子  
Fig.30 ゲストトーク  
Fig.31 ゲストトーク  
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第 14 回 Final Presentation 








   
 
 
第 15 回 まとめ 
 第 15 回授業においては，これまでの授業を振り返り，プレゼン評価シートやルーブ
リックを使って自分たちにどのような力がついたのかを確認した．また，最終課題とし
て「それぞれがこの授業を通して何を学ぶことができたのか」についてのレポートを課
し 15 回の授業を終了した． 
 
学外フィールドワーク 
 15 回の授業に加え，第 11 回授業と第 12 回授業の間に，人が集まる「場」づくりや，
人を巻き込む取り組みの先進事例を学びに，学生らと都内の先進事例である
SHIBAURA HOUSE と港区芝の家の 2 拠点へのフィールドワークを行った． 
     
Fig.32 プレゼンテーション 
Fig.33 学生による企画  Fig.34 学生によるプレゼン  Fig.34 プレゼン後のリフレクション  
Fig.35 SHIBAURA HOUSE  Fig.36 芝の家 Fig.37 フィールドワークの様子 
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4. 履修学生の感想（掲載承諾済の学生のみ） 
 履修学生らの授業終了後の感想からは，1.地域愛着，2.時間的展望・キャリア，3.挫折，



































































































（事例 8：2 年生男性） 
























Mar. 2018              社会文化心理学：まちなか学生プロジェクト 275 
4-4.学びに対しての認識の変化・学びの実感 
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5. 今後の課題 
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